
次代を担う子どもたちのために子育てについて一緒に考えましょう

10月1日から携帯電話やパソコンなどを利用した市公共施設予約システムがスタートしま
す。詳しくは利用される施設にお尋ねください□問行政改革推進課�７１５０－６０６８

全
国
の
出
生
数
は
、
減
少

が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
人
の
女
性
が
一
生
の
間
に

生
む
子
ど
も
の
数
を
示
す
合

計
特
殊
出
生
率
も
低
下
し
、

平
成
十
四
年
に
は
一
・
三
二

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
で

は
一
・
二
四
人
。
本
市
で
は

一
・
一
八
人
と
、
国
と
県
を

下
回
っ
て
い
ま
す
。
就
学
前

児
童
数
が
変
化
し
な
い
中

で
、
市
内
の
保
育
所
の
入
所

国
は
平
成
六
年
に
「
エ
ン

ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

少
子
化
対
策
や
子
育
て
支
援

の
た
め
の
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
晩

婚
化
や
未
婚
率
の
上
昇
、
出

生
力
の
低
下
な
ど
に
よ
り
少

子
化
が
さ
ら
に
進
み
、
児
童

虐
待
な
ど
の
子
育
て
を
め
ぐ

る
新
た
な
問
題
も
浮
上
し
、

よ
り
総
合
的
な
子
育
て
支
援

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市

で
も
、
国
の
次
世
代
育
成
支

援
行
動
計
画
策
定
指
針
に
基

づ
き
、
新
た
な
視
点
か
ら
少

子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
に

積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
、

平
成
十
三
年
に
策
定
し
た

「
流
山
市
児
童
育
成
計
画
」

の
見
直
し
と
一
体
化
し
た
新

た
な
「
流
山
市
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」
を
策
定
す

る
も
の
で
す
。

計
画
の
期
間
は
、
平
成
十

七
年
度
か
ら
二
十
一
年
度
ま

で
の
五
カ
年
で
す
。

市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す
る

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
下
表
の
と
お
り
市
内
四
会

場
で
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

▽
対
象
＝
市
民
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ
※
未

就
学
児
の
保
育
あ
り
。
希
望

さ
れ
る
方
は
、
開
催
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
ご
連
絡
を

□問
社
会
福
祉
課
保
健
福
祉

総
合
対
策
室
�
７
１
５
０
―

６
０
７
９

子
ど
も
が
健
や
か
に
育

ち
、
親
た
ち
が
子
育
て
に
喜

び
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き

る
社
会
を
築
い
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
子
ど
も
が
個
性
や

自
主
性
を
伸
ば
し
、
親
た
ち

が
地
域
の
人
々
と
共
に
安
心

し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て

ら
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、「
子
ど
も
が
す
く
す
く

育
ち
、
み
ん
な
で
子
育
て
で

き
る
ま
ち
・
流
山
」
を
基
本

理
念
と
し
て
、
子
育
て
支
援

の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。
こ

の
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、
体

系
図
の
と
お
り
三
つ
の
基
本

視
点
、
さ
ら
に
七
つ
の
基
本

目
標
を
設
定
し
、
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
骨
子
案
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を

市
内
の
公
民
館
や
福
祉
会
館

で
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

流
山
市
商
店
会
連
合
会

（
中
村
貢
会
長
）
は
、
新
選

組
の
ま
ち
「
流
山
」
の
Ｐ
Ｒ

と
市
内
商
業
の
活
性
化
を
目

的
に
、
額
面
千
円
を
九
百
円

で
購
入
で
き
る
小

判
型
共
通
商
品
券

「
下
総
流
山
小
判
」

を
九
月
二
十
九
日

か
ら
発
売
し
て
い

ま
す
。

こ
の
共
通
商
品

券
は
、
縦
四
・
九

セ
ン
チ
、
横
三
・

一
セ
ン
チ
の
真
ち

ゅ
う
に
金
メ
ッ
キ

を
施
し
た
小
判

型
。
表
に
は
「
下

総
流
山
小
判
」
の

文
字
、
裏
に
は
新

選
組
の
の
ぼ
り
旗

を
背
に
し
た
近
藤

勇
と
土
方
歳
三
の

イ
ラ
ス
ト
が
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
ま

す
。
同
連
合
会
で
は
、「
お

買
い
物
に
は
も
ち
ろ
ん
、
ギ

フ
ト
用
に
も
最
適
で
す
」
と

購
入
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

▽
発
行
券
＝
１
枚
９
０
０

円
（
額
面
１
０
０
０
円
）
※

つ
り
銭
は
出
ま
せ
ん
。
ま
た
、

現
金
と
の
引
き
換
え
も
で
き

ま
せ
ん
▽
発
行
金
額
＝
２
千

万
円
▽
販
売

所
＝
市
内
商
店

等
18
カ
所
（
別

表
参
照
）、
流
山

市
商
工
会
▽
購

入
限
度
額
＝
１

人
３
万
円
（
商

工
会
で
は
10
万

円
ま
で
購
入
可
）

▽
利
用
限
度

額
＝
１
店
舗
１

回
に
つ
き
５
万

円
▽
取
扱
店
＝

加
盟
店
ポ
ス
タ

ー
の
あ
る
市
内

商
店
約
２
０
０

店
で
利
用
で
き

ま
す
▽
有
効
期

限
＝
き
ょ
う
1

日
〜
平
成
17
年

２
月
28
日

□問
流
山
市
商
工
会
内
流
山

市
商
店
会
連
合
会
事
務
局
�

７
１
５
８
―

６
１
１
１

児
童
数
は
、
平
成
十
一
年
度

千
十
一
人
か
ら
平
成
十
六
年

に
は
千
四
百
三
十
五
人
と
な

り
、
定
員
に
対
す
る
入
所
率

と
利
用
率
は
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
（
別
表
参
照
）。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
も
、

子
育
て
を
支
援
し
、
仕
事
と

子
育
て
を
両
立
で
き
る
環
境

づ
く
り
な
ど
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、「
流
山
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」
の
骨

子
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
昨
年
七
月
に
制

定
さ
れ
た
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
に
基
づ
き
策
定
す

る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
昨
年
度
に
同
計
画
策
定
の
た
め
の

保
育
や
子
育
て
の
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
、
市
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
策
定
協
議
会
な
ど
で
計
画
の
策
定
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
計
画
の
骨
子
案
は
、
基
本
理
念
、
基
本
目
標
を

定
め
、
施
策
の
体
系
化
を
図
っ
た
も
の
で
す
。
今
後
も
、
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
計
画
を
策
定
し

て
い
き
ま
す
。

平成
16年

10
1
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〒270－0192 千葉県流山市平和台1－1－1
� 0 4 － 7 1 5 8 － 1 1 1 1（代表）/

　認可保育所の定員数・入所児童数等の推移 （受託児含む） 

（注１）入所率は、定員に占める入所児童数の比率を示す 
（注２）利用率は、０～５歳の人口に占める入所児童数の比率を示す 
〈資料：保育課、千葉県年齢別町丁字別人口　各年度４月１日現在〉 

保育所数 

定員数（人） 

入所児童数（人） 

入所率（%） 

０～５歳人口（人） 

利用率（%） 

13 
1 ,310 
1 ,011 
77 .2 
8 ,245 
12 .3

13 
1 ,310 
1 ,096 
83 .7 
8 ,263 
13 .3

14 
1 ,380 
1 ,175 
85 .1 
8 ,159 
14 .4

14 
1 ,380 
1 ,214 
88 .0 
8 ,231 
14 .7

15 
1 ,440 
1 ,352 
93 .9 
8 ,285 
16 .3

16 
1 ,510 
1 ,435 
95 .0 
8 ,233 
17 .4

区 分  平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度 

注１ 

注２ 

　タウンミーティング日程表 

期　日 場　所 時　間 

10月23日（土） 

10月2４日（日） 

初石公民館 

東部公民館 

南流山センター 

北部公民館 

14時～ 

14時～ 

9時３０分～ 

14時～ 
10月30日（土） 

 

① 

② 

③ 

④ 

額面1000円を900円で 
市内200店で利用できます 

小判型商
品券 

子
ど
も
が
す
く
す
く
育
ち
、み
ん
な
で
子
育
て
で
き
る
ま
ち
・
流
山 

３  

地
域
の
み
ん
な
で
子
育
て
を
支
え
る 

２  

家
庭
の
育
て
る
力
を
強
め
る 

１  

子
ど
も
の
育
つ
力
を
伸
ば
す 

基本理念 基本的視点 
総合体系図 

基本目標 

�子育てを支援す 
　る地域づくり 

�子どもと母親の 
　健康づくり 

�子どもが健やか
　に成長できる教
　育環境づくり 

�子育てがしやす
　い生活環境づく
　り 

�仕事と子育てを 
　両立できる環境 
　づくり 

�子どもの安全を 
　守る体制づくり 

�保護が必要な子 
　どもへの支援体
　制づくり 

　「下総流山小判」販売所一覧 

商店会等名 販売所名 電話番号  

江戸川台駅前商店街振興組合 

　　　　　 　〃 

電話局通り日栄会 

江戸川台西口学園通り昭和会 

富士見台小田急ハイツ商店会 

　　　　　 　〃 

松ケ丘商店会 

　　　　　 　〃 

平和台銀座通り商店会 

　　　　　 　 〃 

平和台駅前通り商店会 

南流山商店会 

　　　　　 　〃 

流山広小路商店会 

　　　　　 　〃 

江戸川台西口商店会 

　　　　　 　〃 

流山市商工会 

同左事務所 

文具のトモエヤ 

健光薬品 

パン・ケーキ　ルミエール 

�クボタワインショップ 

�ことぶき菓子舗 

肉のカリヤ 

洋品のきくや 

ﾘｻｲｸﾙｼｮｯﾌ（゚洋服直し）中村 

御菓子の店　亀屋 

�カドキヤ 

フラワーショップフミオ 

フジカラープラザ南流山 

ましや呉服店 

ササヤ寝具店 

さのや 

肉の太田屋江戸川台店 

同左会館 

7 1 5 4－ 3 2 1 1  

7 1 5 4－ 8 1 8 1  

7 1 5 5－ 2 2 3 8  

7 1 5 4－ 5 5 5 6  

7 1 5 3－ 3 6 0 0  

7 1 5 4－ 5 6 7 9  

7 1 4 5－ 1 5 5 8  

7 1 4 6－ 1 4 2 2  

7 1 5 9－ 7 7 7 7  

7 1 5 9－ 9 5 0 7  

7 1 5 8－ 1 2 2 4  

7 1 5 9－ 4 0 8 7  

7 1 5 0－ 1 6 6 6  

7 1 5 8－ 1 0 1 8  

7 1 5 8－ 0 1 4 7  

7 1 5 2－ 4 7 4 2  

7 1 5 2－ 0 5 6 3  

7 1 5 8－ 6 1 1 1

計
画
づ
く
り
に
あ
な
た
の
声
を

少
子
化
の
進
行
と

保
育
の
状
況

計
画
策
定
の
趣
旨

「
子
ど
も
が
す
く
す
く
育
ち
、

み
ん
な
で
子
育
て
で
き
る
ま

ち
・
流
山
」
を
基
本
理
念
に

4
会
場
で
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

の
骨
子
案
ま
と
ま
る

次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画



平成16年10月１日（金曜日） （２）第１０７５号

平
成
十
七
年
秋
の
開
通
を

目
指
す
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
は
、
本
市
の
都
市
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
起
爆
剤
と

な
る
反
面
、
沿
線
整
備
に
は

莫
大
な
財
源
を
投
資
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
な
ど
に
よ
り
、
本
市
の

財
政
事
情
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
く

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
局
面
を
乗
り
切
る
た

め
に
は
、
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
が
必
要
で
す
。

そ
の
方
向
性
は
こ
れ
ま
で

の
よ
う
に
行
政
に
自
助
努
力

を
求
め
る
だ
け
で
な
く
、

「
情
報
の
開
示
」
と
「
市
民

参
加
」
を
柱
に
据
え
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
改
革
に
は
、

「
削
減
」、「
減
少
」、「
痛
み
」

と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
面
だ
け

で
な
く
、「
喜
び
」
や
「
楽

さ
」
な
ど
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面

も
同
時
に
組
み
込
む
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

将
来
に
向
け
た
「
明
る
い
」、

「
希
望
の
あ
る
」、「
建
設
的

な
」
な
ど
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

し
た
市
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
市
民

満
足
度
日
本
一
と
し
ま
す
。

【
行
財
政
改
革
の
目
標
と

ス
ロ
ー
ガ
ン
】

切
迫
し
た
財
政
不
足
を
乗

り
切
る
た
め
の
短
期
目
標

（
平
成
十
八
年
度
末
）
と
、

基
礎
体
力
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
の
中
期
目
標
（
平
成
二

十
一
年
度
末
）
を
設
定
す
べ

き
で
す
。
流
山
市
総
合
計
画

で
は
、
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
と

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に

し
、
予
算
編
成
に
優
先
順
位

を
つ
け
る
な
ど
の
工
夫
が
必

要
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
流

山
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

の
流
山
ブ
ラ
ン
ド
の
創
設
に

結
び
つ
く
も
の
で
す
。

注
１
「
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
」

…
自
治
体
が
住
民
の
た
め
に

保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
さ
れ
る
、
最
低
限
度
の
生

活
環
境
基
準

【
目
標
達
成
の
た
め
の
重

点
推
進
事
項
】

市
民
満
足
度
日
本
一
と
い

っ
た
魅
力
あ
る
自
治
体
に
す

る
た
め
に
は
、
先
進
団
体
が

ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
と
し

て
い
る
「
自
治
基
本
条
例
」

（
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
）

の
制
定
が
急
務
で
す
。「
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
の
柱

で
も
あ
る
「
市
民
参
加
」
は
、

新
し
い
流
山
を
構
築
す
る
た

め
の
核
と
な
る
こ
と
か
ら
、

次
の
項
目
の
検
討
段
階
か
ら

「
市
民
参
加
」
を
実
践
す
べ

き
で
す
。

①
市
民
参
加
の
基
本
的
発

想
の
確
認
（
市
民
が
市
民
参

加
の
意
識
を
持
つ
た
め
の
配

慮
・
工
夫
と
シ
ス
テ
ム
作

り
）
②
市
民
参
加
の
分
野
の

選
定
（「
市
民
が
参
加
で
き

る
分
野
」、「
市
民
参
加
が
で

き
な
い
分
野
」
な
ど
の
選
定
）

③
市
民
参
加
の
方
法
（
市
民

が
企
画
段
階
か
ら
参
加
す
る

シ
ス
テ
ム
の
検
討
）「
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
」
に
つ
い
て

は
、「
コ
ス
ト
比
較
」
以
外

に
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
・
効

果
・
安
全
・
継
続
性
な
ど
の

検
討
が
重
要
で
す
。
市
と
し

て
も
受
け
皿
の
再
検
討
を
行

う
と
と
も
に
、
総
合
的
・
長

期
的
な
基
本
方
針
を
策
定

し
、
対
象
先
選
定
基
準
づ
く

り
を
行
う
時
期
に
来
て
い
ま

す
。
平
成
十
六
年
度
予
算
執

行
に
お
け
る
削
減
目
標
を
作

成
し
、「
行
財
政
改
革
実
施

本
部
」
で
報
告
・
分
析
・
評

価
す
べ
き
で
す
。（
仮
称
）

新
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
で

は
、
改
革
に
取
り
組
む
概
要

を
年
次
計
画
に
盛
り
込
む
と

と
も
に
、
可
能
な
限
り
数
値

化
に
よ
り
目
標
設
定
を
行
う

べ
き
で
す
。
ま
た
、
進
捗
状

況
は
、
広
く
周
知
し
、
進
度

チ
ェ
ッ
ク
を
市
民
参
加
で
行

う
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
改

革
に
は
、
構
造
的
改
革
、
制

度
的
改
革
が
必
須
で
す
が
、

そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、
関

係
者
全
員
の
意
識
改
革
（
危

機
意
識
・
ス
ピ
ー
ド
意
識
・

コ
ス
ト
意
識
）
が
必
要
と
感

じ
て
い
ま
す
。

注
2
「
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
」
…
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
や
コ
ス
ト
の
縮
減
等
を
図

る
た
め
、
企
業
、
N
P
O
・

市
民
団
体
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等

外
部
の
資
源
を
積
極
的
に
活

用
す
る
こ
と

【
改
革
に
あ
た
っ
て
の
基

本
姿
勢
】

改
革
は
、
ま
ず
、
職
員
を

対
象
と
す
る
事
項
か
ら
始

め
、
財
政
改
革
・
行
政
改
革
同

時
進
行
で
、
明
る
さ
や
楽
し

み
な
ど
改
革
意
欲
の
向
上
を

図
る
た
め
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
面
も

盛
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
提
言
の
内
容
】

行
政
改
革
、
財
政
改
革
に

つ
い
て
＝
（
別
表
参
照
）。

【
給
与
制
度
の
適
正
化
】

「
調
整
手
当
」、「
特
殊
勤

務
手
当
」、「
退
職
手
当
」、

「
勤
勉
手
当
」、「
昇
給
停
止

年
齢
」、「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

の
把
握
」
に
つ
い
て
の
適
正

化
を
図
る
べ
き
で
す
。

【
職
員
の
採
用
等
に
つ
い

て
】「

職
員
の
採
用
形
態
」
に

つ
い
て
の
検
討
を
進
め
、

「
定
員
適
正
化
計
画
」
を
早

急
に
策
定
す
る
べ
き
で
す
。

【
指
定
管
理
者
制
度
の
導

入
】導

入
に
つ
い
て
は
、
次
の

項
目
に
沿
い
積
極
的
に
導
入

を
進
め
る
べ
き
で
す
。

①
導
入
の
検
討
は
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
結
び
つ

く
の
か
を
優
先
し
て
考
え
る

こ
と
②
す
べ
て
の
施
設
に
つ

い
て
導
入
の
可
能
性
を
検
討

す
る
こ
と
③
施
設
の
性
格
等

を
視
野
に
入
れ
複
数
年
次
で

検
討
す
る
こ
と
な
ど

注
3
「
指
定
管
理
者
制
度
」

…
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年

九
月
施
行
）に
よ
り
、公
の
施

設
の
管
理
委
託
制
度
と
し
て

新
た
に
導
入
さ
れ
た
制
度
。

公
共
団
体
等
に
限
定
さ
れ
て

い
た
管
理
運
営
主
体
が
民
間

事
業
者
な
ど
に
も
広
げ
ら
れ

た
【
指
定
管
理
者
制
度
の
検

討
経
過
の
報
告
】

検
討
経
過
に
つ
い
て
は
、

行
財
政
改
革
審
議
会
な
ど
に

報
告
し
、
意
見
を
求
め
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
、「
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と

に
よ
る
職
員
の
処
遇
」、「
需

要
の
多
い
利
用
目
的
へ
の
転

用
の
取
り
組
み
」
な
ど
の
項

目
あ
り
（
内
容
は
省
略
）

□問
行
政
改
革
推
進
課
�
７

１
５
０
―

６
０
７
８

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（
仮
称
）
新
行
財
政
改
革

プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い
て

行政改革への提言 
①　効率向上 

　組織機構改革や全ての政策及び業務の効率向上を抜本的に
推進する必要があります。 
ア　組織改革（庁内分権の推進、課・係制度の見直し、プロジ
ェクトチームの導入、職制のフラット化、繁閑期における
弾力的対応体制の確立、職員の適正な配置計画の作成） 

イ　議会・職員と市民の意見交換の場の設置 
　　ウ　事業及び施設の統廃合 
②　市民サービスの向上 

　行政サービスにも質的な面での向上が求められていますが、
そのためのキーワードは、市民参加です。 
ア　市民サービスの向上（市民と職員からアイディアを募集し、
庁内に市民サース向上委員会を設置するなど、アイディア
を具現化していくべきです） 

イ　情報提供の推進（市民生活に役立つ情報の積極的な提供に
努め、市民と情報の共有化を図っていくべきです） 

ウ　総合窓口案内の設置（ボランティア・ガイドヘルパーなど
による総合窓口案内を設置し、来庁者の利便に期すことも
考えられます） 

エ　土・日曜日の市役所の開庁（土日や平日の開庁時間の延長
について検討すべきです） 

オ　防犯対策の実施（国際化などによる新たな犯罪の増加に対
応するため、市民との協働などによる防犯対策の実施が急
務です） 

③　新しい価値の創造（流山ブランドの創設） 
　流山市を将来“このような街にしたい”というビジョンを
確立すべきです。これは、行政が進むべき指針であり、リソ
ース（資源＝人・物・金・情報・権限など）を重点的・優先
的に投入することを意味します。 
　創設するブランドのコンセプトは、「ハード」から「ソフト」
への視点が必要、選定は市民参加で検討すべきです。 

財政改革への提言 
①　財政危機程度の分析の必要性 

　今回の財政危機の程度を分析・解明し対策を講じる必要が
あります。 

②　財政危機を乗り越えるには、市民の理解と協力が必要です。そ
のために、分かりやすい形で公開・説明してください。 
ア　「公会計」の改良（財政状況を市民が分かりやすくするため、
「公会計」を改良していくべきです） 

イ　過去10－15年間の財政状況を分析・評価（過去の財政状況
を分析・評価し、健全財政の樹立に役立てるべきです） 

ウ　借金の情報公開（特別会計も含め、市債発行残高の金額と
性格を市民に公開すべきです） 

③　短期実施計画と中期達成目標達成のための具体例 
ア　短期実施計画（平成16年度－18年度） 
（ア）投資的経費率の検討（大型プロジェクトの一部について
の繰り延べ処置について、慎重かつ大胆な検討を期待します） 

（イ）歳入の確保・歳出の削減（歳出の削減・歳入の確保を図
るため、次の事項について検討が必要です） 

　　ａ　市税等収入の確保 
　　ｂ　市有財産の活用 
　　ｃ　市内循環バスの有料化 
　　ｄ　歳出削減・歳入の確保に関する市民アイディアの募集 
　　ｅ　公共施設の統廃合 
（ウ）工事・物件の発注に電子入札の早期導入（電子入札など
先進事例の研究・導入が必要です） 

（エ）負担金の洗い直しによる削減（各種負担金について、基
準を明確にし、抑制に努める必要があります） 

イ　中期達成目標（平成17年度－21年度） 
（ア） 収入の確保・増額策について（「新規の歳入源の開拓・
開発」と共に、徴収率のアップを中・長期的なテーマとし
て方針と態勢の検討が必要です） 

（イ） 特別会計・公営企業・外郭団体の検討について（特別会
計・公営企業・外郭団体の「自立可能性」に関して、それ
ぞれの事業の過去・現在・将来について、徹底的な検討が
なされるべきです。また、これらの団体への「繰出金」の
抑制のための対策をも模索してください） 

（ウ）各種の基金を全般的に見直し（各種の基金を全般的に見
直し、遊休資金の活用を図るべきです） 

（エ）最終年度における「財政指標」の目標化について（最終
年度である平成21年度までに達成を目標とする「財政指標」
を掲げ、予算編成、決算評価、計画の修正等に役立てるべ
きです） 

ウ　再発防止 
　財政健全化のために、民間並びに減価償却費の計上や多額
の市債発行が伴う政策は住民投票を行うなど財政の基本構造
を改革すべきです。 

注
１

注
2

注
3
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人
事
給
与
のあり

方
に
つ
い
て

公
共
施
設
の

管
理
運
営
に
つ
い
て

昨
年
十
一
月
に
市
で
は
、
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

「（
仮
称
）
新
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
」
お
よ
び
「
人

事
給
与
制
度
」、「
公
共
施
設
の
管
理
運
営
」
な
ど
に
つ
い

て
行
財
政
改
革
審
議
会
に
諮
問
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
と

し
四
月
の
第
一
次
答
申
に
引
き
続
き
、
最
終
答
申
が
八
月

三
十
一
日
に
市
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
市
で
は
、
こ
の
最
終
答
申

を
受
け
、
速
や
か
に
対
応
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
行
財
政
改

革
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
、
最
終
答
申
の
詳
細
は
、

市
役
所
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

行財政改革
審議会

市
長
に
答
申
書
を
提
出

改
革
対
応
プ
ラ
ン
作
成
し
実
践
へ



（３） 平成16年10月１日（金曜日） 第１０７５号
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南
流
山
駅
 

北口地下自転車駐車場 

北口第1自転車駐車場 

南口第1自転車駐車場 

南口第3自転車駐車場 
南口第2自転車駐車場 

北口第2自転車駐車場 

北口第3自転車駐車場 

線の内側が自転車放置禁止区域 

き
ょ
う
一
日
か
ら
、
南
流

山
駅
周
辺
の
道
路
な
ど
を

「
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
」

に
指
定
し
ま
す
＝
（
図
参

照
）。こ

れ
は
、
同
駅
周
辺
が
、

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
来

秋
開
業
を
控
え
、
自
転
車
利

用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ

と
か
ら
、
自
転
車
の
放
置
防

止
を
図
り
、
良
好
な
住
環
境

を
確
保
す
る
た
め
禁
止
区
域

を
指
定
す
る
も
の
。こ
の
指
定

に
伴
い
、
放
置
自
転
車
の
取

り
締
ま
り
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
適
正
な
自
転
車
駐
車

場
利
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

な
お
、
き
ょ
う
一
日
か
ら

同
駅
周
辺
の
既
存
自
転
車
駐

車
場
（
六
カ
所
）
が
有
料
施

設
と
し
て
供
用
開
始
と
な
り

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
九
月
一
日
に
供

用
開
始
と
な
っ
た
「
北
口
地

下
自
転
車
駐
車
場
」
の
利
用

申
し
込
み
も
受
け
付
け
し
て

い
ま
す
。

□問
生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―

６
３
１
２

南
流
山
駅
周
辺
の
道
路
な
ど

き
ょ
う
か
ら
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に

自転車放置 
禁 止 区 域  

流　山　市 
　自転車放置禁止区域内に 
は、標識等を設置します 

市民課

窓
口
封
筒
に
広
告
掲
載

年
間
約
50
万
円
の
経
費
削
減

市
民
課
や
各
出
張
所
の
窓

口
で
お
取
り
扱
い
し
て
い
る

住
民
票
や
印
鑑
証
明
書
な
ど

を
入
れ
る
封
筒
が
、
き
ょ
う

一
日
か
ら
民
間
企
業
等
の
広

告
を
掲
載
し
た
も
の
に
な
り

ま
す
。

広
告
掲
載
企
業
は
、
広
告

代
理
店
を
通
し
て
募
集
し
た

市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く
事

業
所
等
で
、
掲
載
期
間
は
一

年
間
（
一
年
ご
と
に
更
新
）。

今
回
の
広
告
掲
載
で
は
、

広
告
代
理
店
が
封
筒
の
購
入

費
や
印
刷
費
を
負
担
す
る
こ

と
か
ら
、
市
は
年
間
約
五
十

万
円
の
経
費
削
減
と
な
り
ま

す
。□問

市
民
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
５

在
宅
高
齢
者
の
家
族
介
護
を
支
援

介
護
用
品
や
慰
労
金
の
支
給
な
ど

市
で
は
、
高
齢
者
を
在
宅

で
介
護
す
る
家
族
の
方
を
支

援
す
る
た
め
、
次
の
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

介
護
用
品
の
支
給

市
内
の
指
定
薬
局
で
介
護

用
品
（
紙
お
む
つ
等
）
と
引

き
換
え
る
「
利
用
券
」（
年

額
七
万
五
千
円
分
）
を
支
給

し
ま
す
。

▽
対
象
＝
以
下
の
①
〜
②

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
高

齢
者
と
同
居
し
て
、
在
宅
で

介
護
す
る
市
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
家
族
▽
要
件
＝

①
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

で
要
介
護
「
４
」
ま
た
は

「
５
」
の
認
定
を
受
け
て
い

る
65
歳
以
上
の
方
②
前
１
年

間
に
連
続
３
カ
月
を
超
え
る

入
院
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
等
へ
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

が
な
い
方

家
族
介
護
慰
労
金
の
支
給

高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族

に
年
額
十
万
円
の
慰
労
金
を

支
給
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
以
下
の
①
〜
③

の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
高

齢
者
と
同
居
し
て
、
在
宅
で

介
護
す
る
市
民
税
非
課
税
世

帯
に
属
す
る
家
族
▽
要
件
＝

①
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

で
要
介
護
「
４
」
ま
た
は

「
５
」
の
認
定
を
１
年
以
上

受
け
て
い
る
65
歳
以
上
の
方

②
１
年
以
上
、
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
な
い

方
③
前
１
年
間
に
連
続
３
カ

月
を
超
え
る
入
院
が
な
い
方

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
利
用
助
成

Ｐ
Ｈ
Ｓ
電
話
回
線
等
を
利

用
し
た
位
置
探
索
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
す
る
事
業
者
と
契
約

し
た
場
合
に
、
登
録
料
の
一

部
（
限
度
額
七
千
三
百
五
十

円
）
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
＝
徘
徊
高
齢
者
と

同
居
し
て
常
時
介
護
す
る
方

※
該
当
す
る
方
は
、
利
用

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

□問
高
齢
者
支
援
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
０

文学散歩の参加者募集 
左千夫 龍之介 光太郎 

ゆかりの地 

図
書
館
で
は
、
江
戸
川
短
期

大
学
教
授
の
下
平
武
治
さ
ん
を

講
師
に
、
文
豪
「
伊
藤
左
千
夫

や
芥
川
龍
之
介
、
高
村
光
太
郎
」

ゆ
か
り
の
地
・
房
総
九
十
九
里

（
成
東
町
、
一
宮
町
）
を
訪
ね

る
「
文
学
散
歩
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

▽
期
日
＝
10
月
23
日
�
▽
集

合
場
所
／
時
間
＝
文
化
会
館
／

８
時
▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

40
人
（
多
数
抽
選
）
▽
参
加

費
＝
無
料
（
昼
食
代
は
自
己
負

担
）
▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ

キ
に
「
文
学
散
歩
希
望
」、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

返
信
用
に
宛
名
を
明
記
し
、
10

月
８
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―

０
１
７
６
流
山
市
加
１

―
１
２
２
５
―
６
流
山
市
立
中

央
図
書
館
へ
※
交
通
機
関
は
市

バ
ス
を
利
用
し
ま
す

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５
９

―

４
６
４
６

企画展企画展 企画展 
ち
ょ
っ
と
昔
の
く
ら
し

3
日
か
ら
博
物
館
で

博
物
館
で
は
、
こ
の
秋
も

企
画
展
「
ち
ょ
っ
と
昔
の
く

ら
し
」
を
開
催
し
ま
す
。

約
百
年
前
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
の
私
た
ち
の
暮
ら
し

の
移
り
変
わ
り
を
、
民
具
や

写
真
な
ど
で
紹
介
し
ま
す
。

懐
か
し
い
モ
ノ
が
並
ぶ
会
場

で
、「
ち
ょ
っ
と
昔
」
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

ま
た
、
企
画
展
に
合
わ
せ

常
設
展
示
場
で
は
、
懐
か
し

い
給
食
献
立
の
レ
プ
リ
カ
も

展
示
し
ま
す
。

▽
期
間
＝
10
月
３
日
�
〜

11
月
28
日
�
※
給
食
献
立
の

レ
プ
リ
カ
は
10
月
27
日
�
ま

で
展
示
▽
時
間
＝
９
時
30
分

〜
17
時
▽
休
館
日
＝
月
曜
※

10
月
11
日
�
は
開
館
、
10
月

12
日
�
は
休
館
▽
場
所
＝
博

物
館
▽
入
場
料
＝
無
料

□問
博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

古
文
書
解
読
講
座
の

参
加
者
を
募
集

鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代

の
古
文
書
を
読
ん
で
、
東
葛

飾
地
域
の
郷
土
史
を
学
ぶ

「
古
文
書
解
読
講
座
」
を
開

催
し
ま
す
。

▽
期
日
＝
10
月
24
日
・
31

日
、
11
月
７
日
・
14
日
の
日

曜
（
全
４
回
）
▽
時
間
＝
13

時
30
分
〜
▽
場
所
＝
中
央
図

書
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／
50
人
（
先
着
順
）
▽
主

な
内
容
／
講
師
＝
①
千
葉
氏

関
係
文
書
／
平
野
明
夫
さ
ん

（
千
葉
県
文
書
館
嘱
託
）
②

千
葉
妙
見
大
縁
起
絵
巻
／
丸

井
敬
司
さ
ん
（
千
葉
市
郷
土

博
物
館
副
館
長
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
き

ょ
う
１
日
か
ら
電
話
で
博
物

館
へ□問

博
物
館
�
７
１
５
９
―

３
４
３
４

建
築
物
を
建
て
る
際

は
、
建
築
基
準
法
に
定
め

る
地
震
や
火
災
な
ど
に
対

す
る
安
全
性
の
基
準
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

建
築
物
が
安
全
で
あ
る

こ
と
は
、
生
命
や
健
康
、

財
産
を
保
護
す
る
た
め
に

も
大
切
な
こ
と
で
す
。
所

有
す
る
建
築
物
が
法
令
に

適
合
し
て
い
る
か
、
建
築

士
と
相
談
す
る
な
ど
点
検

に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
違
反
建
築
防
止

週
間
の
期
間
中
に
、
一
斉

公
開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。

□問
建
築
住
宅
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
８

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
知

識
を
学
ぶ
「
都
市
計
画
学

校
in
流
山
」
を
、
県
と
Ｎ

Ｐ
Ｏ
の
協
働
で
開
校
し
ま

す
。▽

日
時
＝
10
月
９
日
�

14
時
〜
▽
場
所
＝
南
流
山

セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
都
市

計
画
の
豆
知
識
、
市
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

「
協
働
素
案
」
の
概
要
、

ま
ち
づ
く
り
市
民
活
動
の

事
例
▽
申
し
込
み
＝
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
千
葉
ま
ち
づ
く
り

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
�

・
�
０
４
３
―

２
３
８
―

９
９
８
２
）
へ

□問
県
県
土
整
備
政
策
課

�
０
４
３
―

２
２
３
―

３

３
７
８
／
市
都
市
計
画
課

�
７
１
５
０
―

６
０
８
７

10/12～10/18

違反建築防止週間
建築パトロールを実施

都
市
計
画
学
校
　
流
山
を
開
校

in

ま
ち
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ぼ
う

千葉県最低賃金の改正
時間額678円に
県内の事業所で働くすべての労働者

（パート、アルバイトを含む）およびそ

の使用者に適用される地域別最低賃金

「千葉県最低賃金」が、10月１日から時

間額678円（従来は677円）に改正され

ます。

この最低賃金額には、精・皆勤手当、

通勤手当、家族手当、賞与、時間外手

当、深夜手当等は含まれません。

詳細は、千葉労働局労働基準部賃金

室（�０４３－２２１－２３２８）に

お問い合わせください。

家庭用の花火は、必ず使い切ってから水に浸し、「燃やすごみ」として
出してください□問クリーン推進課�７１５７－７４１１

ごみの出し方
「ここがポイント」

南
流
山
駅
周
辺
の
道
路
な
ど
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九
月
十
一
日
、
来
秋
開
業

予
定
の
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
の
レ
ー
ル
を
歩
く
「
レ
ー

ル
ウ
オ
ー
ク
千
葉
県
大
会
」

が
行
わ
れ
、
抽
選
で
選
ば
れ

た
千
人
の
親
子
連
れ
な
ど
が

参
加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

大
会
は
、
沿
線
の
方
々
に

敬
老
の
日
の
九
月
二
十

日
、
井
崎
市
長
は
、
市
内
の

男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
最
高
齢
者

を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

市
内
の
最
高
齢
者
は
男
性

が
江
戸
川
台
東
の
持
田
喜
之

助
さ
ん
（
百
一
歳
）
＝
写
真

右
、
女
性
が
西
深
井
の
鈴
木

安
子
さ
ん
（
百
四
歳
）
＝
写

真
左
。
市
内
で
百
歳
以
上
の

方
は
二
十
四
人
で
す
が
、
内

訳
は
女
性
が
二
十
三
人
、
男

性
は
持
田
さ
ん
お
ひ
と
り
で

す
。
持
田
さ
ん
は
、
暴
飲
暴

よ
う
に
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
鈴
木
さ

ん
は
入
所
先
の
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
リ
バ
ー
パ
レ
ス
流

山
で
入
所
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
と
一
緒
に
長
寿
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

幼
稚
園
で
園
児
と
地
元
自
治

会
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
＝
写
真
。

江
戸
川
台
東
自
治
会
（
太

田
実
会
長
）
が
、
子
ど
も
た

ち
に
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
伝

え
て
い
き
た
い
と
、
十
数
年

前
か
ら
続
け
て
い
る
自
治
会

行
事
の
ひ
と
つ
。
同
自
治
会

か
ら
三
十
五
人
が
幼
稚
園
に

出
向
き
、
あ
や
と
り
や
お
手

玉
、
お
は
じ
き
、
こ
ま
、
竹

と
ん
ぼ
な
ど
の
遊
び
を
教
え

な
が
ら
、
一
緒
に
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

九
月
十
五
日
、
東
初
石
の

自
然
写
真
家
・
大
作
晃
一
さ

つ
け
て
楽
し
む
　
き
の
こ
ワ

ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」
三
十
二
冊

を
寄
贈
く
だ
さ
い
ま
し
た
＝

写
真
。
山
と
渓
谷
社
の
「
森

の
休
日
」
シ
リ
ー
ズ
の
四
巻

目
。
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
百
十
二

ペ
ー
ジ
の
Ａ
四
版
変
形
で
千

六
百
円
。
大
作
さ
ん
は
、
会

社
員
の
か
た
わ
ら
、
休
日
は

カ
メ
ラ
片
手
に
オ
フ
ロ
ー
ド

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
森
に
入

り
、
き
の
こ
を
撮
り
続
け
て

い
ま
す
。
本
は
原
色
、
原
寸

大
で
振
り
仮
名
も
つ
い
て
い

て
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
内
容
で
す
。
寄
贈
を

受
け
た
教
育
委
員
会
で
は
さ

っ
そ
く
小
中
学
校
と
図
書
館

に
配
本
し
ま
し
た
。

九
月
二
十
六
日
、
南
流
山
セ

約
八
十
人
が
た
ば
こ
の
害
な

ど
を
学
び
ま
し
た
＝
写
真
。

国
連
支
援
交
流
協
会
流
山

支
部
と
「
女
性
・
こ
ど
も
・

命
・
未
来
」
を
守
る
会
の
主

催
で
流
山
市
や
�
日
本
医
師

会
、
�
日
本
が
ん
協
会
な
ど

九
月
二
十
三
日
、
市
役
所

周
辺
を
コ
ー
ス
に
交
通
安
全

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
が
行
な
わ
れ
、
約
二

百
人
の
市
民
が
秋
の
一
日
を

歩
き
ま
し
た
＝
写
真
。

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
一
環
と
し
て
流
山
地
区
安

全
運
転
管
理
者
協
議
会
（
矢

口
一
郎
会
長
）
が
主
催
し
た

も
の
で
、
こ
と
し
十
二
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
今
回
は
大

河
ド
ラ
マ
「
新
選
組
！
」
で

人
気
の
近
藤
勇
陣
屋
跡
な
ど

を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
ま
し

た
。「

地
域
の
福
祉
、
み
ん
な

で
参
加
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

き
ょ
う
か
ら
赤
い
羽
根
共
同

募
金
運
動
が
展
開
さ
れ
ま

す
。
十
月
一
日
�
・
二
日
�

に
は
、
駅
前
な
ど
で
街
頭
募

金
活
動
を
実
施
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

□問
社
会
福
祉
協
議
会
内
県

共
同
募
金
会
流
山
市
支
会

�
７
１
５
９
―

４
７
３
５

が
後
援
し
行
な
わ
れ
た
も
の

で
す
。
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
こ

れ
ま
で
横
浜
や
神
戸
な
ど
で

行
わ
れ
今
回
は
十
回
目
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
親
と

子
に
知
っ
て
ほ
し
い
た
ば
こ

の
真
実
」。
講
師
は
、
日
本

禁
煙
推
進
医
師
連
盟
幹
事
の

医
学
博
士
・
斉
藤
麗
子
さ

ん
。
斉
藤
さ
ん
は
「
た
ば
こ

に
は
依
存
性
が
あ
り
、
健
康

被
害
も
大
き
い
。
特
に
子
ど

も
た
ち
を
た
ば
こ
か
ら
守
り

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
親

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
流
山

市
と
柏
市
、
首
都
圏
新
都
市

鉄
道
�
な
ど
が
企
画
し
た
も

の
。
本
市
コ
ー
ス
で
は
、
流

山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
か

ら
南
流
山
駅
ま
で
の
片
道

山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
の

広
々
と
し
た
駅
舎
に
は
、
す

で
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
も
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

終
点
の
南
流
山
駅
に
は
、

駅
舎
や
車
両
、
鉄
道
建
設
技

術
、
土
地
利
用
計
画
な
ど
に

つ
い
て
の
パ
ネ
ル
が
展
示
さ

れ
、
参
加
者
は
鉄
建
運
輸
機

構
の
職
員
の
説
明
に
興
味
深

く
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
放

映
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
新

選
組
。
そ
の
関
連
イ
ベ
ン
ト

や
各
団
体
の
活
動
が
来
年
以

降
も
継
続
し
て
盛
り
上
が
る

よ
う
に
、
今
後
の
活
動
方
針

や
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方
に
つ

い
て
各
地
の
新
選
組
活
動
団

体
が
参
加
し
議
論
す
る
「
新

選
組
サ
ミ
ッ
ト
in
流
山
」
が

京
都
市
、
会
津
若
松
市
に
次

い
で
今
回
が
五
回
目
で
、
新

選
組
ゆ
か
り
の
地
で
行
わ
れ

る
も
の
で
す
。

▽
日
時
／
内
容
＝
①
11
月

20
日
�
／
新
選
組
研
究
論
文

お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ビ
デ
オ
作

品
入
賞
者
表
彰
式
と
作
品
披

露
②
11
月
21
日
�
／
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
で

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
論
を
行
う
「
新
選
組
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
▽
場
所
＝
商
工
会

館
（
流
山
駅
５
分
）
▽
主

催
＝
新
選
組
流
山
隊
実
行
委

員
会□問

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
�

７
１
５
０
―

６
３
０
８

江
戸
川
の
美
し
さ
と
、
そ

の
周
辺
の
ま
ち
の
魅
力
を
再

発
見
し
な
が
ら
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
コ

ー
ス
は
、
集
合
場
所
の
三
郷

市
営
江
戸
川
運
動
公
園
（
Ｊ

Ｒ
武
蔵
野
線
三
郷
駅
五
分
）

を
出
発
後
、
江
戸
川
河
川
敷

や
そ
の
周
辺
を
歩
き
ま
す
。

大
河
ド
ラ
マ
「
新
選
組
！
」

で
人
気
の
近
藤
勇
陣
屋
跡
な

ど
も
訪
問
し
ま
す
。

▽
期
日
＝
11
月
20
日
�

（
小
雨
決
行
）
▽
集
合
時

間
＝
８
時
受
け
付
け
▽
対

象
＝
一
般
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）
▽
コ
ー

ス
＝
①
５
�
コ
ー
ス
②
10

�
コ
ー
ス
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
10
月

29
日
�
ま
で
に
、
希
望
す

る
コ
ー
ス
（
①
か
②
）、
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
を
市
環
境
保
全

課
内
江
戸
川
を
守
る
会
流

山
支
部
事
務
局
へ

□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５
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つ
く
ば
エ
ク
ス
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た
ば
こ
の
被
害
か
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も
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守
ろ
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さ
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に
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自
然
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メ
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集
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江
戸
川
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一
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歩
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新
選
組
サ
ミ
ッ
ト

i
n
流
山
に
参
加
を

7日に暮らしを守る消防隊など紹介
難問解決！ご近所の底力

9日の収録にご参加を　入場無料
俳句王国、放送は16日

12月5日に街並みなども放送
新選組！に流山が登場

九
月
十
八
日
、
新
選
組
ウ

オ
ー
ク
が
行
わ
れ
二
千
三
百

六
十
八
人
の
家
族
連
れ
な
ど

が
参
加
し
ま
し
た
＝
写
真
。

Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
主
催
し
た

「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
＆
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
」
の

ひ
と
つ
で
、
南
流
山
駅
か
ら

総
合
運
動
公
園
を
経
て
博
物

館
、
陣
屋
跡
、
一
茶
双
樹
記

念
館
、
光
明
院
、
流
山
寺
を

見
学
し
て
南
流
山
駅
に
帰
っ

て
く
る
約
十
キ
ロ
の
コ
ー
ス

を
歩
き
ま
し
た
。
南
流
山
駅

で
は
、
流
山
市
観
光
協
会
が

発
行
し
て
い
る
「
流
山
駅
・

平
和
台
駅
周
辺
タ
ウ
ン
ナ

ビ
」
と
い
う
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ

プ
を
中
心
と
し
た
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
が
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

陣
屋
跡
周
辺
で
は
、
地
元
老

人
ク
ラ
ブ
こ
と
ぶ
き
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
湯
茶
接
待
な
ど

が
好
評
で
し
た
。

NHKの人気番組
「難問解決！ご近所の
底力」で流山が紹介
されます。今回のテ
ーマは、「スズメバチ
から身を守る」（仮題）
で、放送は10月7日
	午後9時15分から
の予定です。8月に本
市消防署の「暮らしを守る消防隊」を撮影＝写真。9月
25日には、十太夫地域の皆さんがスタジオに出向いて収
録をしました。ことしは空梅雨、猛暑で蜂が多く、中で
も雑食性のスズメバチは住宅街で巣をつくりがち。番組
では、スズメバチから身を守る方法などを探ります。ぜ
ひ、ご覧ください。

NHK衛星第2テレビで毎週土曜日放
送されている「俳句王国」の公開録画
が市文化会館ホールで行われます。日
本の美しさ、こまやかな季節感という
俳句の持つ力を堪能する知的エンター
テイメント番組の公開録画です。地域
の文化やまちの息吹を全国に伝える機
会にご一緒しませんか。放送は10月16
日�午前11時から。公開録画は、10月
9日�午後1時40分（開場1時）からで、
入場無料。ゲストは原田大二郎さん＝
写真上と俳人の長谷川櫂さん＝写真
下。入場希望者は文化会館�７１５
８－３４６２へお申し込みを。入場
整理券をお送りします。

9月7日、流山市役
所をＮＨＫの撮影ス
タッフが訪れ、街並
みなどを撮影しまし
た＝写真。これはＮ
ＨＫ大河ドラマ「新
選組！」の番組の終
わりに2分ほど紹介さ
れる「新選組を行く」
というミニ紀行番組のために撮影されたもの。放送予定
は12月5日�午後8時からの大河ドラマ「新選組！」本編
終了後に、8時43分から「新選組を行く」が45分までの
約2分間放送される予定です。また、この日の大河ドラ
マ「新選組！」の内容も流山が舞台になる予定です。お
楽しみに。



（５） 第１０７５号

性
は
持
田
さ
ん
お
ひ
と
り
で

す
。
持
田
さ
ん
は
、
暴
飲
暴

食
を
避
け
、
毎
日
、
庭
の
草

取
り
や
散
歩
を
欠
か
さ
な
い

九
月
十
五
日
、
江
戸
川
台

九
月
十
五
日

東
初
石
の

自
然
写
真
家
・
大
作
晃
一
さ

ん
が
市
役
所
を
訪
問
さ
れ
、

出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
「
見

九
月
二
十
六
日
、
南
流
山
セ

ン
タ
ー
で
「
た
ば
こ
と
健
康

の
セ
ミ
ナ
ー
」
が
行
な
わ
れ

被
害
も
大
き
い

特
に
子
ど

も
た
ち
を
た
ば
こ
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
か

ら
南
流
山
駅
ま
で
の
片
道

二
・
二
キ
ロ
を
歩
き
ま
し

た
。
出
発
場
所
と
な
っ
た
流

特
技
は
「
誰
と
で
も
仲
良

く
で
き
る
こ
と
」
と
語
る
小

野
真
弓
さ
ん
。
先
月
、
初
の

フ
ォ
ト
エ
ッ
セ
ー
を
発
表
し

た
。
エ
ッ
セ
ー
に
は
流
山
な

ど
も
書
き
綴
ら
れ
て

い
て
身
近
な
雰
囲
気

が
漂
う
。
そ
の
屈
託

の
な
い
笑
顔
で
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
に
出
演

す
る
一
方
、
歌
手
や

モ
デ
ル
、
女
優
と
し

て
活
躍
す
る
二
十
三

歳
。
平
成
十
二
年
に

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
幼
児
向

け
教
育
番
組
「
ひ
と

り
で
で
き
る
も
ん
」

の
ハ
ン
カ
チ
ー
ナ
役

で
子
ど
も
た
ち
の
人
気
者

に
。
明
日
二
日
か
ら
全
国
ロ

ー
ド
シ
ョ
ー
さ
れ
る
ホ
ラ
ー

映
画
「
予
言
」
に
も
出
演
し

て
い
る
。
先
月
発
表
さ
れ
た

体
が
参
加
し
議
論
す
る
「
新

選
組
サ
ミ
ッ
ト
in
流
山
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
サ
ミ

ッ
ト
は
日
野
市
、
函
館
市
、

山
支
部
事
務
局
へ

□問
環
境
保
全
課
�
７
１
５

０
―

６
０
８
３
／
�
７
１
５

８
―

５
８
４
０

「
シ
ー
ソ
ー
」
は
尾
崎
亜
美

さ
ん
が
小
野
さ
ん
の
た
め
に

書
き
下
ろ
し
た
新
曲
で
、
小

野
さ
ん
に
と
っ
て
二
枚
目
の

シ
ン
グ
ル
。
メ
ラ
ン
コ
リ
ッ

ク
で
切
な
い
女
の
子
の
気
持

ち
と
、
明
る
く
生
き
て
い
く

勇
気
を
歌
い
若
い
女
性
の
共

感
を
集
め
支
持
さ
れ
て

い
る
。
趣
味
は
「
散
歩

と
観
察
」。
歩
き
な
が

ら
人
や
街
並
み
や
樹

木
、
流
れ
る
雲
な
ど
を

観
察
す
る
の
が
楽
し
い

と
い
う
。
流
山
北
小
学

校
か
ら
南
部
中
学
校
を

経
て
高
校
時
代
は
流
山

の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
屋

さ
ん
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
な
が
ら
タ
レ
ン
ト
を

夢
み
て
い
た
。
そ
ん
な

小
野
さ
ん
が
来
年
の
カ
レ
ン

ダ
ー
撮
影
や
番
組
出
演
な
ど

の
忙
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

割
い
て
「
地
元
の
お
役
に
立

ち
た
い
」
と
、
流
山
警
察
署

「流山はホッとします」と語る小野真弓さん

イ　ベ　ン　ト

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館に
ある掲載申込書に必要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月
前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。
なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日時・
場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間でする
ようにお願いします。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３

今
年
の
「
広
報
な
が
れ
や

ま
」
一
月
一
日
号
に
載
っ
た

恩
田
家
文
書
は
、
全
国
の
新

選
組
フ
ァ
ン
に
衝
撃
を
与
え

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
流
山
で

の
新
選
組
の
動
き
が
よ
り
鮮

明
に
な
っ
て
き
た
。
長
岡
屋

に
向
か
っ
た
兵
た
ち
は
浅
間

神
社
裏
手
に
「
御
か
ん
ぐ
ん

（
官
軍
）
方
大
将
、
菊
の
紋

付
き
た
る
は
た
（
旗
）
お

（
押
）
し
立
て
陣
取
り
、
江

戸
方
へ
（
の
）
本
陣
長
岡
の

方
へ
大
炮
を
む
け
置
く
」
と

新
選
組
を
包
囲
し
た
。

思
え
ば
半
年
前
、
慶
応
三

年
十
月
十
三
日
早
朝
、
岩
倉

具
視

と
も
み

は
子
の
具
定

と
も
さ
だ

と
八
千
丸

を
公
家
・
中
山
忠
能

た
だ
や
す

（
明
治

天
皇
の
祖
父
）
邸
に
使
い
に

出
し
た
。
中
山
は
元
服

げ
ん
ぷ
く

前
の

八
千
丸
の
下
着
の
背
中
に
書

類
を
縫
い
つ
け
帰
る
よ
う
に

言
う
が
、
八
千
丸
が
門
を
出

た
と
こ
ろ
に
新
選
組
が
見
張

っ
て
い
た
。
が
、
子
ど
も
だ

か
ら
、
と
見
の
が
し
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
文
書
は
「
徳
川

慶
喜
を
殄て

ん

戮り
く

せ
よ
」
と
書
か

れ
た
偽に

せ

の
詔
勅

し
ょ
う
ち
ょ
くだ
っ
た
。
こ

の
長
州
藩
に
あ
て
た
詔
勅
を

届
け
る
べ
く
、
大
久
保
利と

し

通み
ち

、

広
沢
兵
助
ら
が
大
坂
か
ら
出

航
す
る
直
前
、
大
八
車
に
緞ど

ん

子す

を
積
ん
で
祗
園
一
力
の
お

ゆ
う
（
大
久
保
の
愛
人
）
が

駆
け
て
来
た
。

大
久
保
は
緞
子
を
山
口
の

諸
隊
会
議
所
の
二
階
に
運
び

こ
み
、
長
州
の
学
者
・
岡
吉

春
に
錦
の
御
旗
を
作
ら
せ

た
。日

月
を
表
す
錦
旗
と
菊
の

御
紋
旗
十
硫

り
ゅ
う

は
一
ヶ
月
後

の
鳥
羽
伏
見
の
戦
い
に
天
皇

旗
と
し
て
翻
っ
た
。
そ
し
て
、

中
山
邸
に
使
い
に
行
っ
た

兄
・
具
定
は
い
ま
や
新
政
府

東
山
道
軍
の
総
督
と
し
て
板

橋
に
あ
り
、
先
鋒
・
香
川
敬

三
隊
が
、
岩
倉
・
大
久
保
の

策
謀
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
三

メ
ー
ト
ル
六
十
セ
ン
チ
の
菊

の
御
紋
旗
を
押
し
立
て
て
浅

間
神
社
に
陣
を
敷
い
た
の

だ
。

（
文
／
大
出
俊
幸
）

新
選
組
外
伝 
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万

人

の

ひ

ろ

ば

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

幼
児
と
自
治
会

が
交
流
会

�
�
�
�
�
�
�
�

の
「
一
日
署
長
」
と
し
て
交

通
安
全
や
防
犯
を
呼
び
掛
け

る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
月
十

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
展
開

さ
れ
る
「
全
国
地
域
安
全
運

動
」
の
一
環
と
し
て
行
な
わ

れ
る
も
の
で
、
十
六
日
�
午

後
一
時
か
ら
、
か
つ
て
は
小

野
さ
ん
が
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
た
こ
と
も
あ
る
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
流
山
店
広
場
で

ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー
や

チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
防
犯
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
。
エ
ッ

セ
ー
の
中
で
「
そ
の
空
気
に

触
れ
る
だ
け
で
ホ
ッ
と
し
ま

す
」
と
流
山
を
語
る
小
野
さ

ん
。
ふ
る
さ
と
流
山
が
い
つ

ま
で
も
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
「
ホ
ッ
と
し
ま
す
」
と

言
え
る
ま
ち
で
あ
る
た
め
に

「
一
日
署
長
」
と
し
て
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
に
協
力
す
る
。
秋

の
休
日
、
わ
が
家
の
防
犯
を

見
直
す
た
め
に
も
ぜ
ひ
、
ご

家
族
で
お
出
か
け
を
。

錦
旗
　
赤
地
菊
紋
牡
丹
唐
草
文
様
緞
子
（
仙
台
市
博
物
館
提
供
）

16日13時からイトーヨーカドーで

流山警察一日署長に

市民公開講座「役に立つ消化器病のおはなし」（日本消化器病学
会関東支部主催、市後援）＝10月2日�14時～、柏市民文化会館
（柏市）。入場無料□問東京慈恵会医科大学附属柏病院消化器・肝臓
内科�７１６４－１１１１
2004パートナーシップフォーラムかけあい講談（流山パートナ
ーシップ主催、市後援）＝10月3日�13時30分～15時30分、文化
会館。弁護士・渥美雅子さんら出演。入場無料□問 朝倉�７１５
９－８３９０
豊かに暮らせる地域に向かって～東　北部地域首長サミット

（JTネットワーク連絡協議会主催、�流山青年会議所共催、市後
援）＝10月9日�14時～、モラロジー研究所（柏市）。知事、東
葛市町長ら出演。入場無料。□問JTネットワーク連絡協議会�７１
６６－９１２０
秋の山野草展（流山愛草会主催）＝10月9日�～10日�9時～16
時、初石公民館。入場無料□問鈴木�７１５２－０３０６
そねそねくらぶコンサート＆ピアノで生オケ＝10月11日�14時
～16時30分、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場1,000円□問 曽
根�７１４３－６８６２
公開講座「日本文化より“組紐”携帯ストラップをつくる」（流
山東高校主催）＝10月16日�①10時～12時②13時～15時、流山東
高校。材料費500円□問諸岡�７１４３－１６１０（同校内）
第2回東　フォトフェスティバル（同実行委員会主催、市教委後
援）＝10月16日�～24日�9時～21時、さわやかちば県民プラザ
（柏市）。入場無料□問青木�７１５８－５２２２
Let̀ sTRYいけ花（小原流）（流山市華道振興会主催）＝10月16日
�13時～15時、北部公民館。材料費1,000円□問斉藤�７１５２－０
９９６
一彩会絵画展＝10月16日�～24日�10時～17時（16日は13時か
ら、24日は15時まで）、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場無
料□問矢嶋�７１５４－５９４８
バザー（流山市手をつなぐ親の会主催）＝10月17日�10時30分
～14時、江戸川台福祉会館□問山田�７１５０－０４４６
桃花書展＝10月17日�～24日�9時～17時（24日は15時まで）、
森の図書館。入場無料□問大塚�７１５４－６２８６
第17回とうかつ健康まつり（同実行委員会主催）＝10月17日�
10時～15時、東葛病院南側駐車場。入場無料□問菅野�７１５８－
８３１７
十人十色展（絵てがみサークル十色会主催）＝10月20日
～30日
�10時～16時、流山郵便局。入場無料□問堀越�７１５４－０９５４
秋の利根運河大師めぐり（利根運河大師護持会主催）＝10月21
日	9時～15時、西深井浄観寺集合。参加費無料□問藤田�７１５
２－３５１３
地球交響曲第五番上映会（花みずき主催、市教委後援）＝10月
23日�13時30分～15時45分、さわやかちば県民プラザ（柏市）。
入場料1,500円□問衣川�７１４５－６８９１
第8回クラシックギター発表会（鈴木耕太郎ギター教室主催）＝
10月24日�15時30分～17時30分、初石公民館。入場無料□問鈴木�
７１５９－４８６０
サチグラス工房ステンドグラス展＝10月26日�～31日�10時～
16時（31日は15時まで）、杜のアトリエ黎明。入場無料□問 森岡�
７１５８－８６７４
流山市コミュニティ講座（ペンと毛筆）30周年記念香流会書展

（市教委後援）＝10月28日	～31日�10時～16時（31日は15時ま
で）、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場無料□問佐藤�７１４
４－３６２５　
公開市民講座「未成年の禁煙について考える」（日本外科病理学
会主催、市教委後援）＝10月30日�13時～16時30分、東葛看護専
門学校。奈良女子大・高橋裕子さんら出演。入場無料□問奥村�７
１５８－９２０３
バザー出店者募集（あけぼの介護センター流山主催）＝11月7日
�13時～16時、あけぼの介護センター流山駐車場。出店料500円
□問シニアハウスあけぼの�７１７８－６００２
ホームヘルパー2級養成講座（東葛病院主催）＝11月6日～平成
17年4月23日の毎週土曜9時～17時、東葛病院など。テキスト代・
受講料70,000円□問ヘルパー養成係�７１５９－１０７７
ホームヘルパー2級通信講座（社団法人長寿社会文化協会主

催）＝12月6日～平成17年5月15日の土曜の14回実習、江戸川大学
など。テキスト代・受講料70,000円□問NPO法人流山ユー・アイネ
ット�７１５３－３９１１

オカリナグループ＝毎月第1月曜・第3水曜10時～11時30分、文化
会館□問荒木�７１５８－１５４１
はづき会（書道）＝毎週金曜9時～12時30分、主に十太夫福祉
会館□問梶山�７１５２－５７１８
花の会（フラワーデザイン）＝毎月第3火曜10時～11時30分、
南流山センター□問岡本�７１５０－００５４

サ　ー　ク　ル

▼
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★印のあるものは市主催のものです 

★
お
父
さ
ん
の
た
め
の
体

力
ア
ッ
プ
講
習
会（
全
10
回
）

▽
日
程
＝
10
月
７
日
〜
12

月
９
日
の
毎
週
木
曜
19
時
〜

20
時
15
分
▽
場
所
＝
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▽
対
象
／
定

員
＝
市
民
／
50
人
（
先
着
順
）

▽
内
容
＝
ス
ト
レ
ッ
チ
、
エ

ア
ロ
ビ
ッ
ク
な
ど
の
軽
ス
ポ

ー
ツ
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
持

ち
物
＝
体
育
館
用
シ
ュ
ー

ズ
、
水
筒
な
ど
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
へ□問

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７

１
５
９
―

１
２
１
２

★
砥と

石い
し

を
使
っ
て
の
包
丁

研
ぎ
教
室

▽
日
時
＝
10
月
21
日
�
10

時
〜
▽
場
所
＝
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
・
プ
ラ
ザ
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
民
／
20
人

（
多
数
抽
選
）
▽
参
加
費
＝

無
料
（
材
料
費
は
自
己
負
担
）

▽
申
し
込
み
＝
往
復
ハ
ガ
キ

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
10
月
８
日
（
必

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―
０

１
７
４
流
山
市
下
花
輪
１
９

１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ
※

講
座
予
約
シ
ス
テ
ム
で
の
申

し
込
み
も
可

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―

８
２
５
０

★
「
子
ど
も
へ
の
暴
力
防

止
」
Ｃ
Ａ
Ｐ
講
習
会

▽
日
時
＝
10
月
30
日
�
９

時
30
分
〜
12
時
▽
場
所
＝

野
々
下
児
童
セ
ン
タ
ー
▽
対

象
／
定
員
＝
小
学
校
低
学
年

の
児
童
と
保
護
者
／
30
人

（
先
着
順
）
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
野
々
下
児
童
セ
ン
タ

ー
へ□問

野
々
下
児
童
セ
ン
タ
ー

�
７
１
４
５
―

９
５
０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
（
土

曜
コ
ー
ス
）

▽
日
時
＝
10
月
16
日
�
13

時
〜
15
時
▽
場
所
＝
文
化
会

館
▽
対
象
／
定
員
＝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ
る

方
／
50
人
（
先
着
順
）
▽
講

師
＝
青
柳
育
子
さ
ん
（
群
馬

松
嶺
福
祉
短
期
大
学
講
師
）

▽
内
容
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

関
す
る
基
礎
的
な
講
演
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
ヘ□問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
９
―

４
９
３
９

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
（
全
４
回
）

▽
日
程
＝
10
月
19
日
・
26

日
、
11
月
16
日
の
い
ず
れ
も

火
曜
10
時
〜
16
時
（
こ
の
他

10
月
27
日
以
降
の
平
日
に
一

日
実
習
を
行
い
ま
す
）
▽
場

所
＝
柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
柏
保
健
所
）
ほ
か
▽
対

象
／
定
員
＝
精
神
保
健
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
で
き

る
方
／
15
人
（
多
数
抽
選
）

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
10
月
８
日
ま
で
に
電
話

か
柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

窓
口
へ

□問
柏
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７
１
６
７
―

１
２
５
５

年
賀
ハ
ガ
キ
絵
手
紙
講
習

会
▽
日
時
＝
10
月
30
日
�
10

時
〜
12
時
▽
場
所
＝
流
山
郵

便
局
▽
申
し
込
み
＝
10
月
25

日
ま
で
に
電
話
で
流
山
郵
便

局
へ□問

流
山
郵
便
局
�
７
１
５

５
―

７
１
１
３

第
25
回
生
涯
大
学
校
江
戸

川
台
校
舎
作
品
展

▽
期
間
＝
10
月
23
日
�
〜

24
日
�
▽
時
間
＝
10
時
〜
15

時
（
24
日
は
14
時
ま
で
）
▽

場
所
＝
生
涯
大
学
校
江
戸
川

台
校
舎
▽
展
示
作
品
＝
書
、

絵
画
、
陶
芸
、
写
真
、
手
芸

品
、
俳
句
、
短
歌
、
生
け
花
、

盆
栽
等
▽
入
場
料
＝
無
料

□問
生
涯
大
学
校
江
戸
川
台

校
舎
�
７
１
５
２
―

１
１
８

１
第
10
回
流
山
オ
セ
ロ
大

会
・
中
央
地
区
予
選
（
流
山

市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議

会
主
催
）

▽
日
時
＝
10
月
24
日
�
９

時
〜
12
時
（
９
時
20
分
ま
で

受
け
付
け
）
▽
場
所
＝
初
石

公
民
館
▽
対
象
／
定
員
＝
八

木
北
・
小
山
・
西
初
石
小
学

校
区
内
に
住
む
小
学
１
〜
６

年
生
／
各
学
年
８
人
（
先
着

順
）
▽
内
容
＝
学
年
ご
と
に

対
戦
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
き
ょ
う
１
日
か
ら

電
話
で
青
少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０

―

６
１
０
７

★
森
の
図
書
館
・
夢
コ
ン

サ
ー
ト

▽
日
時
＝
10
月
３
日
�
13

時
30
分
（
開
場
）
〜
▽
場

所
＝
森
の
図
書
館
▽
定
員
＝

80
人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

▽
出
演
＝
高
木
太
郎
さ
ん
、

中
田
理
奈
さ
ん
、
野
原
圭
子

さ
ん
、
板
倉
寿
美
子
さ
ん
▽

入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
森
の
図
書
館
�
７
１
５

２
―

３
２
０
０

★
人
形
劇
の
つ
ど
い

▽
日
時
＝
10
月
15
日
�
15

時
〜
16
時
▽
場
所
＝
南
流
山

セ
ン
タ
ー
▽
内
容
＝
人
形
劇

「
し
っ
ぽ
を
と
ら
れ
た
オ
オ

カ
ミ
」
ほ
か
▽
出
演
＝
人
形

劇
ピ
ッ
コ
ロ
▽
入
場
料
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接

会
場
へ

□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―

４
６
４
６

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責

任
技
術
者
試
験

▽
日
時
＝
平
成
17
年
２
月

６
日
�
▽
場
所
＝
幕
張
メ
ッ

セ
国
際
会
議
場
（
千
葉
市
）

▽
受
験
資
格
＝
修
学
歴
・
職

歴
に
よ
り
下
水
道
排
水
設
備

工
事
に
関
す
る
一
定
の
経
験

年
数
等
を
有
す
る
者
▽
申
込

用
紙
配
布
期
間
＝
10
月
15
日

〜
11
月
５
日
▽
申
込
用
紙
配

布
場
所
＝
下
水
道
業
務
課
▽

申
込
受
付
期
間
＝
11
月
４
日

〜
５
日

□問
下
水
道
業
務
課
�
７
１

５
０
―

６
０
９
６

★
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む
絵

本
の
紹
介

▽
日
時
＝
10
月
21
日
�
10

時
〜
11
時
▽
場
所
＝
初
石
公

民
館
▽
対
象
／
定
員
＝
妊

婦
、
１
歳
半
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
／
15
組
（
先

着
順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
き
ょ
う
１
日
９

時
か
ら
電
話
で
中
央
図
書
館

へ
□問
中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―

４
６
４
６

★
福
祉
会
館
ま
つ
り

▽
日
時
＝
10
月
10
日
�
９

時
30
分
〜
16
時
▽
場
所
＝
東

深
井
福
祉
会
館
▽
内
容
＝
利

用
団
体
に
よ
る
踊
り
、
民
謡
、

カ
ラ
オ
ケ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
の

発
表
。
手
工
芸
品
、
絵
手
紙

の
作
品
展
示
な
ど
※
当
日
は

入
場
無
料
で
自
由
に
参
加
で

き
ま
す

□問
東
深
井
福
祉
会
館
�
７

１
５
５
―

３
６
３
８

★
平
成
17
年
の
成
人
式
は

１
月
10
日
に
開
催

新
成
人
の
門
出
を
祝
う

「
二
十
歳
を
祝
う
つ
ど
い
」

（
成
人
式
）
を
平
成
十
七
年

一
月
十
日
（
成
人
の
日
）
に

文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。

対
象
者
は
昭
和
五
十
九
年

四
月
二
日
か
ら
同
六
十
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
対
象
者
に
は
、
十
二
月

中
旬
に
案
内
状
を
郵
送
す
る

予
定
で
す
。

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６

平
成
16
年
度
新
市
町
村
振

興
宝
く
じ
（
オ
ー
タ
ム
ジ
ャ

ン
ボ
宝
く
じ
）
の
発
売

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金

は
、
市
町
村
の
明
る
い
街
づ

く
り
や
環
境
対
策
、
高
齢
化

対
策
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉

向
上
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

▽
発
売
期
間
＝
10
月
12
日

�
ま
で
（
売
り
切
れ
次
第
終

了
）
▽
発
売
場
所
＝
全
国
の

宝
く
じ
売
り
場

□問
財
政
課
�
７
１
５
０
―

６
０
７
１

第
11
回
柏
養
祭

▽
日
時
＝
11
月
６
日
�
９

時
40
分
〜
14
時
※
雨
天
実
施

▽
場
所
＝
県
立
柏
養
護
学
校

（
柏
市
）
▽
内
容
＝
ス
テ
ー

ジ
発
表
、
製
品
頒
布
、
作
品

展
示
な
ど
▽
入
場
料
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
当
日
直
接
会

場
へ□問

県
立
柏
養
護
学
校
�
７

１
３
３
―

５
６
３
１

第
７
回
障
害
者
雇
用
促
進

合
同
面
接
会

▽
日
時
＝
10
月
19
日
�
13

時
30
分
〜
16
時
▽
場
所
＝
プ

ラ
ザ
ヘ
イ
ア
ン
柏
（
柏
市
）

▽
対
象
＝
事
業
主
お
よ
び
障

害
を
お
持
ち
の
方
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
松
戸
公
共
職
業

安
定
所
、
同
野
田
出
張
所
へ

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
松
戸
公
共
職
業
安
定
所

�
０
４
７
―

３
６
７
―

８
６

０
９
／
同
野
田
出
張
所
�
７

１
２
４
―

４
１
８
１

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▽
募
集
期
間
＝
10
月
15
日

ま
で
▽
申
込
資
格
＝
①
申
込

者
が
日
本
国
籍
を
有
す
る
方

ま
た
は
外
国
人
で
在
留
期
間

が
１
年
以
上
の
在
留
資
格
を

有
す
る
方
お
よ
び
日
本
人
の

配
偶
者
等
の
方
②
同
居
親
族

の
あ
る
方
③
住
宅
に
困
窮
し

て
い
る
方
④
県
内
に
住
民
登

録
を
し
、
居
住
し
て
い
る
方

⑤
基
準
を
満
た
す
連
帯
保
証

人
が
い
る
方
⑥
収
入
基
準
に

適
合
し
て
い
る
方

□問
千
葉
県
ま
ち
づ
く
り
公

社
�
０
４
３
―

２
２
２
―

９

２
０
０

講
座
・
講
演

大
会
・
試
合

映
画
・
公
演

資
格
・
求
人

展
　
　
示

そ
の
他

乳幼児期の子どもを持つ方の交流の場
【子育てサロン】▽日程／内容＝①10月８

日／親子体操でリラックス②10月15日／わらべ
うたのつどい③10月22日／にょろにょろへびを
つくってみよう※いずれも金曜10時30分～12時
▽場所＝文化会館▽対象／定員＝親子／各20組
（先着順）▽参加費＝①②無料③100円▽申し込
み＝電話で文化会館へ（②は申し込み不要）
【ひだまりルーム】▽日程＝10月５日・19

日・26日の火曜10時～11時30分▽場所＝文化会
館▽内容＝保育ボランティアグループ「ひだま
り」のメンバーとの遊びやおしゃべりなど※参
加費無料、申し込み不要
【南流山ひだまりサロン】▽日時＝10月21日
�10時30分～12時▽場所＝南部柔道場▽内容＝
「ひだまりルーム」と同じ※参加費無料、申し
込み不要
□問文化会館�７１５８－３４６２

　開催時間や申し込み方法などの詳細は、各児 
童館・児童センターへお問い合わせください 

駒木台児童館  
�７１５４－４８２１ 

会　　場 日　程　・　催　し　物 

子育て支援センターゆうゆう 
�７１４４－７９２６ 

卓球大会 
オセロ大会 

 9日��
23日��

卓球大会 
クイズ大会 

23日��
30日��

ドッジボール大会 
マンカラ大会 

16日��
23日��

筒鉄砲で遊ぼう 
どんぐりの森を作ろう 

16日��
19日�～29日��

工作の日 
万華鏡を作ろう 

6日�～9日��
16日��

卓球教室 
ドッジボール大会 

 9日��
23日��

マンカラ大会 
ドッジボール大会 

16日��
23日��

ちょっとぽっとタイム（ゆうゆう） 
運動会（総合体育館） 

19日��
21日��

�７１４５－９５００ 
野々下児童センター 

�７１５８－４５４５ 
赤城児童センター 

�７１５４－５２５４ 
十太夫児童センター 
�７１７３－９３２０ 
向小金児童センター 

�７１５９－５６６６ 
思井児童センター 
�７１５４－３０２６ 
江戸川台児童センター 

【公証相談】▽日時＝10月６日�13時～16時
▽場所＝松戸市役所▽内容＝遺言・契約等の公
正証書の作成について※当日直接会場へ
□問松戸公証役場�０４７－３６３－２０９１
【行政書士会の相談】▽日時＝10月16日�10
時～16時※荒天中止▽場所＝JR柏駅東口スカイ
プラザ柏ピロティー▽内容＝相続・遺言その他
官公署への許認可手続きなどの相談※当日直接
会場へ
□問千葉県行政書士会東葛支部・富田�７１５
９－９４６６
【法律相談】▽日時＝10月19日�10時～11時
30分、13時～14時30分▽場所＝千葉地方・家庭
裁判所松戸支部（松戸市）▽内容＝民事上の紛
争、家庭内の争いや悩み事、その他各種の法律
相談※当日直接会場へ、希望者多数の場合は、
応じきれない場合があります
□問千葉地方・家庭裁判所松戸支部�０４７－
３６８－５１４１

ゆうゆう大学学園発表会
【展示の部】▽期間＝10月15日�～17日
�▽時間＝９時～17時（15日は13時から、
17日は15時まで）▽場所＝文化会館ホワイ
エ▽内容＝俳句、書道、絵手紙などの展示
【発表の部】▽日時＝10月17日�10時～
16時▽場所＝文化会館大ホール▽内容＝郷
土史や音楽などの発表
□問文化会館７１５８－３４６２

▽日時／場所＝①10月３日�10時～
15時30分／南流山センター②10月15日
�９時30分～12時30分／流山運転免許
センター▽献血のできる方＝16歳～69
歳の健康な方（ただし、65歳以上の方
は60歳から64歳までに献血経験がある
方）※献血手帳がある方は持参
□問保健センター�７１５４－０３３１

献血にご協力を

各種無料相談のご案内
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相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

ケ ア セ ン タ ー  

コミュニティプラザ 

ケ ア セ ン タ ー  

心 の 健 康 相 談 室  

療育相談室（つばさ学園内） 

教 育 研 究 室  

平和台保育所�7158-1435／江戸川台保育所 
�7152-0648／向小金保育所�7174-8853

青少年指導センター 

法 律 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

消 費 生 活 相 談  

子供悩みごと相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

療 育 相 談  

酒 害 相 談  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

9：00～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

13：00～16：005日・26日 

18：30～20：305日・22日 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

〃 〃 

〃 

同相談室 

同センター 
�7158-0999

同相談室 
�7158-4144

職業相談室 
�7155-5885

同センター相談室 
�7158-7830

療育相談室 

年 金 相 談  

�7154-4844

療育相談室 
�7154-4844

�7144-7545

社会福祉協議会 

指導課 

流山断酒新生会 

�7159-4735

�7150-6105

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　 13：00～15：40

13：00～16：30毎月第１水曜 
※要電話予約 

※11日を除く。要電話予約 

※要電話予約 

 

13：00～16：00毎月第４水曜 
※予約は１週間前までに 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  〃 

子育て支援センターゆうゆう�7144-7926育 児 相 談  ９：30～16：30毎週月～金曜 

江 戸 川 台 福祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：0010日 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 

市 民 相 談 室  

〃 

�7150-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

ハローベイビー 

妊娠5～8カ月の妊婦及び夫対象。母子
健康手帳、筆記用具を持参。運動しや
すい服装で※8日からの参加者は1日ま
でに申し込みを 

相談あんない 

保健あんない 

毎週月～金曜　 ９：00～17：00

保健センター 
�7154－0331〈       　  〉 

〈　　　　       　  〉 

�7158-1616

13：00～16：30毎月第３水曜 
※要電話予約 

10：00～15：00毎月第３月曜 
※要電話予約 

13：00～16：00毎月第２水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

9：30～15：308日 
※要電話予約。先着12人 

保健センター 
1日・8日・22日 

※8日は9：45～10：00
　　　12：30～12：50

心 の 健 康 相 談  �7150-6081
障害者支援課 

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

10：00～15：00毎週月曜 

カムカム 
平成15年9月～12月生まれの乳児対象。子
供の歯と食生活について。歯ブラシ、おしぼ
りを持参。定員20組※先着順・要予約 

キッズ 25日　  9：45～10：00 保健センター 

保健センター 22日　  9：30～10：30

モグモグ教室 
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手帳、
器とスプーンを持参。定員20人※先着順・
要予約 26日　 10：15～10：30

22日　 10：15～10：30

東 部 公 民 館  

保健センター 

３ カ 月 児  
健 康 診 査  

28日・29日 
　　　12：45～13：45 保健センター 平成16年6月生まれの乳児対象 

コスモスの会 
 痴呆の家族を介護している方の集いなど

※初めて参加の方は事前に問い合わせを 

未熟児等発達相談 28日　13：00～14：00

14日   13：00～15：00

柏健康福祉センター 
首が座らない、歩かないなどの発達の遅
れが心配な0～1歳児対象※要予約 

療 育 相 談  28日　13：00～14：00 〃 

〃 

整形外科的な心配のある18歳未満の乳幼児・
児童対象。母子健康手帳持参 

女性クリニック相談 
女性特有の体や心の悩みについて、女性医
師による相談※要予約（専用電話7160-1016） 

心の健康相談 

不 妊 相 談  

〃 
精神障害または疑いなど、心の病で悩んでい
る本人や家族の方対象※要予約 

ア ル コ ー ル  
悩みごと相談 〃 

アルコール問題を抱えている本人や家族の
方対象※要予約 

1 歳 6 カ 月 児  
健 康 診 査  

19日・20日 
　　　12：45～13：45

1日・20日・25日 
　　　14：00～16：00

4日・18日 
　　　14：00～16：00

12日・19日 
　　　13：30～15：00

〃 不妊症に悩む夫婦を対象に、産婦人科の医
師による相談※要予約 

保健センター 平成15年3月生まれの幼児対象 

14日・15日  12：45～13：45 保健センター 3歳児健康診査 平成13年7月生まれの幼児対象 

育 児 相 談  
母子健康手帳を持参。今月は1歳以上の幼児
対象※兄弟で1歳未満の児がいる場合は、奇
数月に来所 

むし歯予防教室 
4日・12日・26日 
※時間は申込者に個人通知 保健センター 

2歳2カ月児対象（26日は1・2回参加済みの
幼児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し
込みを 

食 事 相 談  保健センター 生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり※要予約 
毎週月～金曜 
※時間は申込者に個人通知 

年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の
相談など。健康手帳・検診記録カードを持っ
ている方は持参 

成人健康相談 

思井福祉会館 15日　 13：30～15：30
保健センター 18日 9：30～11：30、13：30～15：30
文 化 会 館  19日　  9：30～11：30
松ケ丘自治会館 21日　  9：30～11：30
南流山センター 22日　  9：30～11：30
向小金福祉会館 26日　  9：30～11：30

江戸川台福祉会館 14日　  9：30～11：30

リハビリ教室 

疾病・加齢等により心身の機能が低下して
いる方（介護保険認定外者等）を対象に、
日常生活動作訓練等を実施※事前に問い
合わせを 

柏健康福祉センター（柏保健所） 
�7167－1255

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

6日・13日・20日・27日 
10：00～ 

28日　10：00～ 

保健センター 

保健センター 

※転入者などで個人通知が届かない場合は保健センターへ問い合わせを 

休日は、休日診療所をご利用ください。
▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目１４３３－１）▽診
療科目＝内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30
分（歯科は11時30分まで）※内科、小児科については、夜間は市内の医療
機関が当番制で診療。当番医はあらかじめ市消防本部�７１５８－０１１
９で確認を
□問休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療
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元
気
な
学
校
生
活
を
お
く
る
た
め
に

入
学
前
の
健
康
診
断
を

�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
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�
�
�
�
�
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予
防
接
種
を
受
け
抵
抗
力
を
！

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ポリオの集団予防接種
市では、ポリオの集団予防接種
を下表のとおり実施します。
▽対象＝生後３カ月～７歳半未
満児▽申し込み＝母子健康手帳、
予診票を持参し、直接会場へ※体
調が悪い場合には、接種を受けら
れないこともありますので、体調
の良いときに受けてください
□問保健センター�７１５４－０

３３１

□問保健センター�７１５４－０３３１

場　所 10月の実施日 

受付時間： 

保健センター 

文化会館 

南流山センター 

東部公民館 

13時15分～14時15分 
（接種開始は13時30分から） 

4日�、7日�、12日� 

6日� 

5日�、8日� 

13日�  

結核・肺がん検診10月の受診案内

会　場 期　日 
10/14”午後 のみ、 
10/18• 、10/25•�

10/14”午前 のみ、 
10/20„�

保健センター 

 文化会館 

東深井福祉会館 

松ケ丘自治会館 

江戸川台福祉会館 

南流山センター 

総合体育館 

思井福祉会館 

10/13„ 、10/22» 

10/15»午前 のみ 

10/15»午後 のみ 

10/19‚ 

10/12‚ 

10/21”�

●受付時間：9時30分～11時30分、13時30分 
  ～15時30分（但し、網掛けの午前中は女性のみ） 
※当日は、無地でボタンや金具のない下着また
はTシャツなどであれば、着用したまま受診で
きます。詳細は広報ながれやま９月１日号を参
照してください 

　結核・肺がん検診を下表のとおり 
行います。 

地区栄養講座
食生活の改善から健康維持へ

「生活習慣病予防―肥満」をテーマに、健康づく
り推進員（食生活改善推進員）主催の、地区栄養講
座を下表の日程で行います。調理実習をしながら、
健康を維持するための食生活について考えてみませ
んか。
▽持ち物＝エプロン、三角巾、筆記用具▽参加
費＝いずれも450円程度▽申し込み＝電話で保健セ
ンターへ
□問保健センター�７１５４－０３３１

期　日 時間 場　所 
定員 

テーマ 
※各先着順 

10
時
〜
13
時 

30人 

20人 

30人 

たくさん食べて 
低カロリー 

楽しく食べて 
飛んでけ脂肪パートⅡ 

食べ方を工夫して 
栄養バランスをとろう 

保健 
センター 
 

保健 
センター 
 

東部 
公民館 

10月 
13日� 

10月 
14日� 

10月 
15日��

各種健康診断や予防接種 

来
年
四
月
に
小
学
校
へ
入

学
す
る
児
童
を
対
象
に
、

「
就
学
時
健
康
診
断
」
を
十

一
月
一
日
か
ら
各
小
学
校
区

単
位
で
行
い
ま
す
。

こ
の
診
断
は
、
健
康
の
大

切
さ
に
つ
い
て
理
解
と
関
心

を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
万
が
一
病
気
な
ど
が
見

つ
か
っ
た
場
合
に
は
、
必
要

な
治
療
を
勧
め
、
新
し
い
学

校
生
活
を
元
気
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う

も
の
で
す
。

該
当
す
る
児
童
の
保
護
者

に
は
、
今
月
中
旬
に
通
知
書

を
発
送
し
ま
す
。
通
知
書
が

届
か
な
い
場
合
や
、
不
明
な

点
が
あ
る
と
き
は
学
校
教
育

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。▽

会
場
（
学
校
区
）
／
期

日
＝
①
東
小
・
長
崎
小
／
11

月
１
日
�
②
八
木
北
小
・
東

深
井
小
・
小
山
小
／
11
月
２

日
�
③
八
木
南
小
／
11
月
４

日
�
④
流
山
北
小
・
南
流
山

小
／
11
月
５
日
�
⑤
鰭
ケ
崎

小
・
西
初
石
小
／
11
月
９
日

�
⑥
新
川
小
・
江
戸
川
台

小
／
11
月
10
日
�
⑦
流
山

小
・
向
小
金
小
／
11
月
12
日

�
⑧
西
深
井
小
／
11
月
16
日

�
▽
時
間
＝
い
ず
れ
も
13
時

（
受
け
付
け
）
〜
▽
対
象
＝

来
春
小
学
校
に
入
学
予
定
の

児
童
▽
内
容
＝
内
科
・
歯
科

等
の
検
診
と
簡
単
な
発
達
検

査
▽
申
し
込
み
＝
当
日
各
小

学
校
で
受
け
付
け

□問
学
校
教
育
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
４

体
力
の
低
下
し
た
高
齢
者

が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感

染
す
る
と
肺
炎
な
ど
の
合
併

症
を
起
こ
し
や
す
く
、
重
症

化
し
や
す
い
た
め
、
予
防
接

種
を
受
け
抵
抗
力
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

▽
期
間
＝
10
月
１
日
〜
平

成
17
年
１
月
31
日
▽
場
所
＝

市
内
契
約
医
療
機
関
▽
費

用
＝
１
２
１
０
円
（
生
活
保

護
受
給
者
の
方
は
免
除
）
▽

対
象
＝
接
種
当
日
に
満
65
歳

以
上
の
市
民
（
た
だ
し
、
60

〜
64
歳
の
心
臓
、
腎
臓
等
に

重
い
障
害
の
あ
る
方
は
、
対

象
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
）
▽
注
意
事
項
＝
①
本
人

が
接
種
を
希
望
す
る
意
思
表

示
の
で
き
る
方
に
限
り
ま
す

②
受
診
前
に
必
ず
ワ
ク
チ
ン

の
有
無
に
つ
い
て
医
療
機
関

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

③
接
種
時
に
必
ず
医
療
機
関

に
あ
る
説
明
書
を
読
み
、
副

反
応
等
に
つ
い
て
も
よ
く
理

解
し
て
か
ら
受
け
て
く
だ
さ

い
▽
申
し
込
み
＝
市
内
契
約

医
療
機
関
に
直
接
申
し
込
み

を
（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を

証
明
で
き
る
健
康
保
険
証
等

の
提
示
が
必
要
）
※
や
む
を

得
な
い
事
情
に
よ
り
他
市
の

医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
必
ず
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―

０
３
３
１
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月

市
観
光
協
会
主
催
の
第
三

十
三
回
流
山
市
観
光
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
清
水

賢
介
さ
ん
の
作
品
「
大
し
め

な
わ
成
人
を
祝
う
」
が
市
観

光
協
会
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
市

内
の
風
景
や
イ
ベ
ン
ト
、
ま

つ
り
等
を
被
写
体
と
し
、
観

光
宣
伝
効
果
の
あ
る
も
の
を

テ
ー
マ
に
募
集
が
行
わ
れ
、

風
景
・
行
事
な
ど
、
八
十
九

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
主
な
入
賞
者
は
、
次
の

と
お
り
。

〈
敬
称
略
〉

▽
流
山
市
観
光
協
会
賞

（
最
優
秀
賞
）
＝
清
水
賢
介

（
平
方
）
▽
優
秀
賞
＝
東
海

林
精
孝
（
東
深
井
）、
中
島

康
邦
（
若
葉
台
）
▽
入
選
＝

狩
野
勲
（
東
深
井
）、
山
本

一
夫
（
東
初
石
２
丁
目
）、

恩
田
　
（
西
平
井
）
▽
佳

作
＝
鈴
木
登
喜
雄
（
向
小
金

２
丁
目
）、
染
谷
敏
夫
（
前

平
井
）、
里
川
正
広
（
野
々

下
５
丁
目
）
、
武
藤
信
義

（
松
ケ
丘
１
丁
目
）、
中
島
喜

久
江
（
若
葉
台
）
▽
新
選
組

流
山
隊
賞
＝
宮
原
誠
（
鰭
ケ

崎
）
▽
千
葉
県
観
光
協
会

賞
＝
柴
田
昌
男
（
西
初
石
４

丁
目
）
▽
流
山
市
民
賞
＝
里

川
種
男
（
長
崎
２
丁
目
）

※
な
お
、
観
光
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
は
今
回
を
も
っ
て
し

ば
ら
く
の
間
、
休
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

□問
商
工
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
５

十
一
月
三
日
に
市
総
合
運

動
公
園
で
「
第
二
十
六
回
市

民
ま
つ
り
」
が
市
民
ま
つ
り

実
行
委
員
会
の
主
催
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

姉
妹
・
友
好
都
市
物
産

展
、
青
空
市
、
農
業
共
進
会
、

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
、
新
選

組
イ
ベ
ン
ト
、
カ
ン
ト
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ダ
ン
ス
な

ど
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
。
ま
た
、
会
場

内
で
は
、
市
民
健
康
ま
つ
り
、

福
祉
ま
つ
り
も
同
時
に
開
か

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
11
月
３
日
�
10

時
〜
15
時
▽
場
所
＝
市
総
合

九
月
十
七
日
に
開
か
れ
た

国
の
文
化
審
議
会
で
、
流
山

広
小
路
（
加
六
丁
目
）
の
呉

服
新
川
屋
店
舗
＝
写
真
を
国

の
登
録
文
化
財
に
登
録
を
―

と
い
う
答
申
が
文
部
科
学
大

臣
に
さ
れ
ま
し
た
。

登
録
文
化
財
は
、
歴
史
的

に
貴
重
な
建
物
を
国
の
台
帳

に
登
録
し
、
外
観
を
保
存
し

な
が
ら
、
内
部
の
活
用
は
自

由
に
し
て
よ
い
と
い
う
緩
や

か
な
規
制
の
も
と
に
建
物
を

保
存
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣

旨
の
制
度
で
す
。

新
川
屋
は
、
幕
末
の
弘
化

三
年
（
一
八
四
六
）
創
業
の

呉
服
店
で
、
土
蔵
造
り
の
店

舗
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八

九
〇
）
の
建
築
。
流
山
が
水

運
業
や
味
醂
醸
造
業
な
ど
で

最
も
繁
栄
し
て
い
た
時
代
の

建
物
で
、
広
小
路
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
存
在
と
な
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
広
小
路
を
中

心
に
し
た
旧
大
通
り
に
は
、

他
に
も
町
屋
形
式
の
建
物
が

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
数
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

流
山
市
で
の
登
録
文
化
財

は
こ
れ
が
第
一
号
で
す
。

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―

６
１
０
６

運
動
公
園

□問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７

１
５
０
―

６
０
７
６

十
一
月
三
日
に
市
民
ま
つ

り
会
場
で
開
か
れ
る
「
ガ
レ

ー
ジ
セ
ー
ル
」
の
出
店
者
を

募
集
し
ま
す
。

こ
の
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

は
、
ご
み
の
減
量
や
資
源
の

有
効
利
用
を
目
的
に
開
く
も

の
で
、
出
店
者
が
自
分
で
品

物
を
持
ち
込
み
、
値
段
を
決

め
て
販
売
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

な
お
、
荷
物
の
搬
入
や
搬

入
車
両
等
に
規
制
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
11
月
３
日
�
10

時
〜
15
時
（
荒
天
の
場
合
は

中
止
）
▽
場
所
＝
市
総
合
運

動
公
園
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場

（
市
民
ま
つ
り
会
場
内
）
▽

出
店
対
象
＝
市
内
在
住
者

（
商
業
者
の
出
店
は
不
可
）

▽
募
集
出
店
数
＝
30
店
（
多

数
抽
選
・
当
選
者
に
は
申
請

書
等
を
10
月
15
日
ご
ろ
ま
で

に
郵
送
）
▽
出
店
料
＝
無
料

▽
出
品
で
き
る
も
の
＝
書

籍
、
衣
類
、
お
も
ち
ゃ
、
電

化
製
品
等
の
日
常
生
活
用
品

※
食
料
品
や
動
物
は
不
可
▽

申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に
「
ガ

レ
ー
ジ
セ
ー
ル
出
店
希
望
」、

住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
10
月

７
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―
０
１
７
４
下
花
輪
１

９
１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

※
電
話
や
重
複
申
し
込
み
は

不
可□問

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―

８
２
５
０

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
決
ま
る

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

総合運動公園

第33回

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル
に

出
店
し
よ
う

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト
に
応
募
を

十
一
月
三
日
に
市
民
ま
つ

り
会
場
で
行
わ
れ
る
「
第
三

回
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

奮
っ
て
ご
応
募
を
―
。

▽
募
集
部
門
＝
①
ガ
ー
デ

ン
部
門
…
個
人
の
庭
や
生
け

垣
な
ど
②
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
ー
デ

ン
部
門
…
概
ね
３
�
以
下
の

個
人
の
寄
せ
植
え
な
ど
③
緑

の
街
並
み
部
門
…
道
路
か
ら

見
た
個
人
・
自
治
会
・
学
校

な
ど
の
緑
化
▽
応
募
方
法
＝

写
真
に
応
募
票
を
添
え
、
10

月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
公

園
緑
地
課
へ
※
詳
細
は
公
民

館
等
に
置
い
て
あ
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
に
な
る
か
公
園
緑
地

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
を

□問
公
園
緑
地
課
�
７
１
５

０
―

６
０
９
２

【
相
談
内
容
】

夏
休
み
が
始
ま
る
前
、
電

話
が
あ
り
、「
お
子
さ
ん
の

成
績
は
い
か
が
で
し
た
か
」

と
聞
か
れ
た
。
中
学
一
年
生

の
息
子
の
成
績
が
気
に
な
っ

て
い
た
時
で
あ
り
、
業
者
の

説
明
を
子
ど
も
と
一
緒
に
聞

い
た
。
来
訪
前
に
テ
ス
ト
用

紙
が
送
付
さ
れ
、
そ
れ
を
見

な
が
ら
、
業
者
は
「
あ
と
一

歩
頑
張
れ
ば
希
望
高
校
へ
行

け
る
。
当
社
の
教
材
に
は
、

家
庭
教
師
の
指
導
が
付
い
て

い
る
。
金
額
も
お
得
」
と
、

と
て
も
熱
心
に
家
庭
教
師
を

勧
め
ら
れ
た
。
子
ど
も
も
や

る
気
に
な
っ
た
の
で
、
言
わ

れ
る
ま
ま
総
額
三
十
二
万
円

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
を
し
た

が
家
庭
教
師
代
は
別
料
金
に

な
っ
て
い
た
。
十
二
日
後
に

全
教
材
が
届
き
、
内
容
が
思

っ
た
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た

が
、
家
庭
教
師
が
来
て
く
れ

る
の
で
何
と
も
思
わ
ず
に
い

た
。
そ
の
後
、
家
庭
教
師
が

来
て
み
る
と
、
業
者
の
説
明

と
は
異
な
り
、
学
生
で
教
え

方
も
上
手
と
は
い
え
ず
、
子

ど
も
も
数
回
で
や
る
気
を
な

く
し
て
し
ま
っ
た
。
教
材
も

利
用
せ
ず
、
質
問
を
し
て
も

自
分
で
勉
強
す
る
よ
う
に
言

わ
れ
た
の
で
、
業
者
に
苦
情

を
言
う
と
、
い
つ
で
も
家
庭

教
師
は
止
め
ら
れ
る
が
、
教

材
は
解
約
で
き
な
い
と
言
わ

れ
た
。
家
庭
教
師
が
必
要
と

思
っ
た
の
で
契
約
し
た
の
に

納
得
で
き
な
い
。
ま
た
、
教

材
が
届
い
て
八
日
以
内
な
の

で
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
で
き
な

い
か
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
、
教

材
が
届
い
て
か
ら
八
日
以
内

で
は
な
く
、
契
約
書
面
を
受

け
取
っ
た
日
か
ら
八
日
以
内

で
あ
り
、
今
回
の
よ
う
な
ケ

ー
ス
で
は
、
間
に
合
い
ま
せ

ん
。
本
来
、
家
庭
教
師
派
遣

に
つ
い
て
は
、
条
件
に
よ
っ

て
中
途
解
約
が
で
き
ま
す
。

業
者
が
家
庭
教
師
派
遣
と
言

い
な
が
ら
教
材
を
売
る
こ
と

に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
業
者
の
説
明
内
容
が
違

っ
て
い
た
た
め
教
材
も
解
約

で
き
ま
し
た
。

市観光協会賞「大しめなわ成人
を祝う」 作／清水賢介さん 優秀賞「晩秋の彩り」

作／東海林精孝さん

優秀賞「春の道」
作／中島康邦さん

自
慢
の
お
庭
で
ご
応
募
を

堀
り
出
し
も
の
が
い
っ
ぱ
い
の

ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

消費生活センター
�7158-0999

家
庭
教
師
付
き
学
習
教
材

流山ロードレース大会と東　飾地方中学校駅伝大会に伴

い、コース周辺の道路は、交通規制により混雑が予想され

ます。車を利用する方はご注意ください。

【流山ロードレース大会の交通規制】

▽日時＝10月10日

�11時～12時10分▽

規制区間＝市総合運

動公園周辺（図参照）

□問スポーツ振興課

�７１５９－１２１
２

【東　駅伝の交通規制】

▽日時＝10月16日�10時～11時30分※雨天の場合は17日

▽規制区間＝八木南小前―市総合運動公園―茂侶神社―西

栄寺―南T字路―西深井小入口―運河

□問指導課�７１５０－６１０５

交通規制にご協力を
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10 

10 
16
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